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ポリイオンコンプレックスコロイドとベントナイトを利用した 

森林セシウムの自然集積による新規除染 

熊沢紀之１）・吉田将冬１）・長洲亮佑１）・安食貴也１）,田邉大次郎２）・横塚享２）,田部智保３）,

長縄弘親４）・柳瀬信之４）・永野哲志４）・三田村久吉４）  

１）茨城大学・工学部 ２）熊谷組 ３）テクノス ４）JAEA・先端基礎研究センター

福島第一原発事故以来、5年余りが経過し住宅地、農地、道路などの除染が広範囲で行われている。一

方、全汚染面積の7割以上を占める山林の除染は、隣接する住宅から20mの範囲に限定されている。事故直

後に森林表層の落ち葉に降り積もったセシウムは、現在落ち葉の下の腐葉土となった層に蓄積されている。

事実、茨城県日立市内の空間線量が0.15μSv/hr以下の広葉樹が主体の自然林でも、腐葉土の放射性セシ

ウム濃度は5000Bq/Kg程度であり、空間線量が5μSv/hr程度の飯舘村の里山で採取した腐葉土では

100000Bq/Kgを上回る濃度のものもあった。里山の腐葉土が分解すると吸着されていたセシウムが降雨に

よって移動し、除染した地域への再汚染が懸念される。我々は、チェルノブイリで汚染拡大防止のために

利用されたポリイオンコンプレックス（PIC）を用いる土壌固定方法を改良し、ポリカチオン過剰（正電

荷過剰）PIC、あるいはポリアニオン過剰（負電荷過剰）PICのコロイド懸濁液を用いて塩害のない条件で

土壌固定が可能なことを既に報告している。本発表では、以下の三段階の方法によって、セシウムの移動

抑制ならびに自然集積による除染の可能性を飯舘村の山林にて試験した結果を報告する。１：森林に散布

したベントナイトにセシウムを吸着させる。２：降雨によって移動するセシウムを吸着したベントナイト

を正電荷過剰のPICによって捕捉する。３：正電荷を持つ粒子に吸着されたセシウムが移動した場合、負

電荷過剰PICで捕捉する。図１に試験場の概略、３ヶ月後のセシウムの分布を図２にそれぞれ示した。 

図１に示したように４つのレーンの上部に、レーン１と２にはベントナイトを添加した腐葉土、レーン３，

４には腐葉土のみを設置した。レーン１とレーン３の上半分に正電荷過剰PIC（＋）、下半分に負電荷過

剰PIC（－）をそれぞれ散布し、レーン２，４は比較のため同量の水を散布した。図２の１に示したベン

トナイト添加、PIC散布の条件のみ、斜面上方から１ｍの正電荷過剰のPICを散布した場所でセシウムが集

積し、それより下方への移動が抑制されていた。その他のレーンでは上部に設置した腐葉土から2.5m以上

の下方へとセシウムが移動していることが分かった。これより、ベントナイトとPICを組み合わせる方法

がセシウムの移動を抑制できることが分かった。集積したセシウムを簡便に除去する方法も現在検討して

いる。この方法が山林の除染につながり、かつては人々の重要な生活圏であった里山を取り戻せることを

目標に研究を発展させたい。 

正電荷過負電荷過水のみ

腐葉土にベン

1か月経過ごと

斜面に以下の溶腐葉土の

図１  試験上の概略図 図２ セシウム移動抑制実験結果 
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